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2 エストニア 「埋立地のための要件 - 建設、使用、閉鎖」と関連して、廃棄物処分場の数は大幅に削減さ
れた。大規模な廃棄物処分場の閉鎖後も、メタンの排出量を減らすためのさらなる対策が行
われる。2009年7月16日からは、廃棄物処理の決議により、適切な要件を満たすサイトでしか
廃棄物を処分することができなくなる

①

3 エストニア ①

4 エストニア 【目標】・2003-2012年間で、廃棄物の埋立（体積量）を、約25％削減
　　　　・2012年までに、廃棄物分野からのメタン排出を、約7.5Gg削減
【対策】・廃棄物の一部をリサイクルする、
　　　　・生物分解性廃棄物の埋立量を減らす

①

1 EU 主な戦略は、廃棄物の削減（予防）およびリサイクル。また、より持続可能な廃棄物管理を
促進するための手段に焦点を当てる

①

2 EU 【目標】
・2016年までに、生分解性廃棄物の埋立を65％削減
・埋立ガスの回収、エネルギー生成に利用（それが不可能な場合は燃焼）

①

3 EU ①
③

1 フィンランド 生分解性廃棄物の埋立処理は、2006年までに（1995年レベルの）75％、2009年までに50％、
2016年までに35％の見込み（埋立、廃棄物(紙)の収集・リサイクル、廃棄物税への配慮が始
まったのは1990年代）

①

2 フィンランド 【対策】
・埋立地での廃棄物処理に関する税を段階的に強化する
・原料やエネルギーとして、生分解性廃棄物利用を奨励する
（追加対策）産業廃棄物の焼却を賄うために、廃棄物税拡大の可能性が考慮される

①

3 フィンランド ①
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4 フィンランド ①

5 フィンランド ①

1 ドイツ 主な焦点は、未処理の生分解性廃棄物の埋立を減らすことによって、埋立地からのメタンの
排出を削減すること

2 ドイツ 【目標】2020年までにすべての埋立地を廃止する
・灰や有害残渣の処分を除き、表面埋立地をサイトを閉鎖
・一般廃棄物はすべて再生する必要があり、材料別の再生方法を考える
（他のオプション）特定の廃棄物の埋め戻し、高効率プラントでの焼却など

①

1 ギリシャ 廃棄物部門の政策は、主に、固体廃棄物埋立地の管理、運用に関連している ①

2 ギリシャ 【基本目標】
・管理されていない廃棄物処分場を排除する
・都市・農村部すべてを賄う、近代的な最終処分場を備える
・廃棄物削減のための施策の推進する
・リサイクルやエネルギー回収を最大化する原料の開発

①

3 ギリシャ 【追加目標】処分施設の設置によって、生分解性廃棄物の埋立量を減らす
（1995年を100%とした場合の）生分解性廃棄物の埋立処分量の目標値：
2010年　75%
2013年　50%
2020年　35%

①

3 ギリシャ （調査された施策）
住民数10万人以上の都市にある、管理埋立処分場においては、回収した埋立ガスを燃焼す
る。これにより排出削減量は、0.2 Mt CO2eq(2010年)になると推定されている

①

4 ギリシャ ④
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5 ギリシャ ①

6 ギリシャ 【見通し】
工業排水からのメタンガス排出は、1990年(106 K t-CO2 eq)に対し、2020年には28％の増加
(136 K t-CO2 eq）
期間中に平均で年0.85％、コンスタントに増加する

②

7 ギリシャ ①
②

1 ハンガリー 廃棄物部門の目標のベース：
効率を改善し廃棄物の量を減らすことにより、エネルギー削減および原材料の消費量を減ら
す

①

2 ハンガリー 【概要】2009年以降、埋立地でのメタン回収（活用、焼却）は大幅に増加している
【目標】生分解性廃棄物の埋立は、2007年に50％、2014年までに35％の削減
【対策】一般の有機性廃棄物を、分別収集・リサイクルする

①

3 ハンガリー ①

4 ハンガリー 【目標】産業排水からの排出を、2013年までに12％削減
【対策】すべての関連産業は、2011年までに排出量の制限を守る
【既存の対策】産業活動排水処理に生科学的な処理をするためのアプリケーション増加の措
置がとられた

②

5 ハンガリー ②

1 アイスランド 主な施策
・メタン回収（最大規模の埋立地からのメタン回収は1997年から開始された）
・特に有機性廃棄物の処分をさらに低減する

①
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2 アイスランド 【目標１】家庭からの有機廃棄物の埋立量を、総重量比で：
2009年1月までに、25％減量
2013年6月までに、50％減量
2020年6月までに、65％減量

【目標２】その他の生分解性有機性廃棄物の埋立量を、総重量比で：
2009年1月までに、25％減量
2013年6月までに、50％減量
2020年6月までに、65％減量

①

1 アイルランド 主な施策：
生分解性廃棄物の埋立を削減する
埋立地ガスを回収し、廃棄物から再生可能エネルギーを生成

①

2 アイルランド 2016年までに、生分解性廃棄物の埋立を、1995年水準の35％以下に抑える ①

3 アイルランド ①

4 アイルランド ①
②

1 イタリア 主なイニシアチブ：
一般廃棄物の分別収集の目標を遵守
生分解性廃棄物の埋立地廃棄の目標を遵守

①

2 イタリア イニシアチブ１：　一般廃棄物の分別収集の目標を遵守 ①

3 イタリア イニシアチブ２：　生分解性廃棄物の埋立地廃棄の目標を遵守 ①

4 イタリア 【詳細な施策】生物学的に安定化する
埋立地に廃棄されるすべての生分解性廃棄物の処理について、一般廃棄物は、下水汚泥、動
物の排泄物などと一緒に嫌気性消化を奨励し、バイオガスの生産からのエネルギー回収を増
加する

①
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5 イタリア ①

6 イタリア ①
②
③

7 イタリア 【予測】廃棄物分野のGHG排出量を、22％削減
【現状・見通し】
・都市固形廃棄物の分別収集は増加しているが、目標ラインに並んでいない
・生分解性廃棄物埋立量が、目標ラインに並んでいない
・埋立ガス回収は、2020年には50％に達する見込み
・廃棄物の焼却量が順調に増加し、生物学的に安定化された廃棄物の埋立が確保される

①

8 イタリア 【予測】一般廃棄物の分別収集を、2012年35％、2016年は65％に設定
【施策】
・2010年からすべての一般廃棄物用焼却炉に、エネルギー回収システムを装備する（※ごみ
分別収集の年間5％増加を決定）
・廃棄物の管理サイクル（特にメタンガス排出量）を評価する

①

1 ラトビア 【2006-2012年計画】１）廃棄物の集積、ボリュームの削減と非有害化、２）原料リサイクル
とエネルギーの回収、３）既存の廃棄場の廃止と改善、４）地方都市の新たな埋立廃棄場の
建設

①

2 ラトビア ポリシー：廃棄物管理システム、廃棄物埋立地でのバイオガス回収を確立する
メジャー1：生物分解性廃棄物の処理
メジャー2：廃棄物埋立処分場からバイオガスを回収
メジャー3：環境の要件を満たしていない小規模の市町村廃棄場の修復

①

3 ラトビア ①




